
死
学
士
院
院
長
で
東
大
名
誉
教

授
、
有
沢
広
日
氏
の
死
去
に
、
学

界
だ
け
で
な
く
富
界
、
経
済
界
か

ら
も
衷
惜
の
声
が
あ
が

つ
て
い

５９
年
３
月
、
日
本
原
子
力
産
業
会

議
の
年
次
大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

有
沢
氏

日
本
原
子
力
産
業
会
議
会
長
、

産
業
構
造
審
議
会
総
合
部
会
長
な

賭̈
妨裸義妊詭鴎権の自玲雄

要
と
思
わ
れ
る
時
に
、
先
生
の
よ

螺
輝
漂
げ絵

誠頻
繁
氣
誰

続展瞳髪物［赫端率的強枷け

よるところが大きいｏとくに

嗽時勧に妨枷なつど“稼軌轄相

織無いな性蝶鐵罐権輔毛魏始

められ、技術開発の推進、企

辞Ⅷ馴調̈
特̈
枷̈
なぅなた

顧評

襲

繹

諦
繭
録
麺
強

十
数
年
前
、
私
が
科
技
庁
原
子
力

マ
式
に
増
や
す
方
法
。
当
時
、
有

沢
氏
は
吉
田
内
閣
の
ブ
レ
ー
ン
だ

っ
た
が
、
す
べ
て
の
経
済
政
策
を

百
麦
着
奎
こ
襄
押

。
頁
料
ヽ
１
■

櫂

一
一
評

葬

夕

鶏

関
係
者
）
か
ら
ヽ
賛
否
両
派
の
橋

渡
し
役
を
つ
と
め
、
原
子
力
平
和

利
用
の

ベ^
ー
ジ
を
開
い
た
ｏ
わ
が

国
の
原
子
力
発
電
は
、
今
で
は
全

発
電
量
の
三
割
を
占
め
る
よ
う
に

的
確
な
発
言
に
賛
辞

斎
藤
英
四
郎
経
団
連
会
長
の
話

「私
が
大
学
生
の
時
に
統
計
学
の

助
教
授
だ

っ
た
ｏ
日
本
経
済
の
根

幹
に
ふ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
的

確
な
発
言
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
そ

力
発
電
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
て
い
た
（）
原
子
力
に
対

す
る
理
解
が
今

一
番
必
要
と
思

わ

れ
る
時
に
、
先
生
の
よ
う
な
か
け

が
え
の
な
い
人
を
失
い
、
痛
恨
の

極
み
だ
」

７
に
日
＝
＝
■
■
く
ノ
″‘
す
　
ヽ

業
活
力
の
増
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ

た
。
有
沢
先
生
の
残
さ
れ
た
教
訓

を
通
商
産
業
政
策
に
度
映
さ
せ
て

い
・く
、。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

子
力
利
用
に
尽
力

戦
後
経
済
、方
向
づ
け
る

鶴鉄鋼奉い萌時勧商噸嫌̈
な

平
蛹

を
し
て
お
ら
れ
た
。
原
子
力
は
、

喉
崚
”
一
か
も
雄
棚
観
矩
地
裁
肛

産
に
資
源
を
重
点
的
に
投
入
す
る
傾

斜
生
産
方
式
を
立
案
し
た
。
昭
和
三

十
三
こ
ろ
に
は
、
大
企
業
と
中
小
企

業
の
間
の
二
重
構
造
を
日
本
経
済
の

問
題
点
と
し
て
指
摘
、
経
済
政
策
の

指
針
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
復

興
、
成
長
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

日
本
の
経
済
、
産
業
政‥
策
の
方
向
づ

け
は
同
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
わ
り

が
深
く
三
十

一
年
に
原
子
力
委
員
会

の
委
員
に
就
任
し
て
か
ら
は
ヽ
平
和

利
用
原
則
に
よ
る
原
子
力
開
発
路
線

の
策
定
に
尽
力
し
た
。
日
本
原
子
力

産
業
会
議
会
長
と
し
て
四
十
八
年
の

就
任
と
同
時
に
公
共

。
中
立
路
線
を

打
ち
出
し
、
同
会
議
を
単
な
る
業
界

団
体
か
ら
脱
皮
さ
せ
た
。
晩
年
ま
で

原
子
力
平
和
利
用
の
主
張
を
貫
い

た
。
　
　
　
　
　
　
一
一

象
牙

（ぞ
う
げ
〉
の
塔
に
こ
も
ら

ず
、
実
証
を
武
器
に
現
実
の
経
済
を

分
析
、
発
言
し
て
い
く
。
そ
う
し
た

姿
勢
に
学
ん
だ
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ

一一一一中一̈一一一一摯氷』一

近
年
は
、
戦
前
の
留
学
時
代
か
ら

一



る
（、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
テ
コ
に
産
業
の
生

産
力
全
体
　
　
．
資
。
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
た
こ
と
に
対

「日
本
で
、
有
沢
氏
の
世
話
に
　
し
、
最
大
の
賛
辞
を
送
り
た
い
ｏ

有
沢
氏
は
戦
後

〓
員
し
て
、
わ
　
を
カ
サ
上
げ
し
よ
う

と
い
う
こ
　
な
ら
な
か
っ
た
官
庁
は
な
い
だ
ろ

九
十
歳
を
超
え
る
年
ま
で
ず
っ
と

が
国
の
経
済
政
策
立
案
に
か
か
わ

一輸
鶉
木

戦
後
復
興
に
寄
与

膳
』
〔
。大
美
い
″
官（『
奨
↑
笏

静

れ

　

・
履
斜
生
産
方
ざ

●
原
子
力
政
策
の
確
立

の
方
式
は
大
き
な
成
果
を
あ

げ

う
」

（
田
村
元

。
通
産
大
臣
、
元

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
相
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後

駐
墓
諮
聯藩
舅
新
鵡
誡
鰐
い期
羅
躍

峙嚇韓一一一疇一̈̈
時一一』一̈警蝉一］岬一一峰郡

奥
「は
文
羹
罰
軌づ
句魃
輝

子
力
は
飼
い
な
ら
せ
ば
役
に
立
つ
　
れ，
が
で
き
た
の
し
、

温
目
な
た
柾

獣
。
ど
う
す
れ
ば
な
ら
せ
る
か
が
　
の
せ
い
だ

っ
た
ｏ

に
有
名
な
の
は
終
戦
直
後
の

「傾

斜
生
産
方
式
」
の
提
唱
と
、
三
十

年
代
以
降
の
原
子
力
政
策
の
確
立

だ

っ
た
し

傾
斜
生
産
方
式
は
、
疲
弊
し
た

日
本
経
済
を
再
建
す
る
た
め
、
輸

入
原
油
を
全
部
鉄
鋼
に
投
入
、
増

産
さ
れ
た
鋼
材
を
炭
鉱
に
優
先
配

分
、
一
）
一で
増
産
さ
れ
た
石
炭
を

奄
ら
に
鉄
鋼
に
回
す
「
Ｉ
と
い
う

ふ
う
に
、
鉄
鋼

‘
と
石ヽ
炭
を
雪
グ
ル

（
要
職
を
）
つ
と
め
ら
れ
た
こ
と

に
は
頭
が
下
が
る
。
心
か
ら
ご
冥

福

（め
い
ふ
く
）
を
お
祈
り
し
た

い
」．か

け
が
え
な
い
人
失
う

那
須
翔
電
気
事
業
連
合
会
会
長

（東
京
電
力
社
長
）
の
話

「ご
高

齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま
で
わ

が
国
の
エ
ネ
ル
一
卜
計
題
に
情
熱

を
傾
け
て
お
ら
れ
た
。
特
に
原
子

ｓ

禾

禾

月

σ

署

ノ

″

向
坊
隆

。
原
子
力
委
員
会
委
員

長
代
理
の
話

「強
力
な
影
響
力
と

個
性
で
原
子
力
安
全
委
員
会
の
設

立
に
寄
与
さ
れ
た
。
原
子
力
の
平

和
利
用
と
安
全
確
保
の

″
番
人
″

を
も

っ
て
任
じ
た
方
だ
け
に
、
訃

報
に
は
原
子
力
関
係
者
全
体
が
衝

撃
を
受
け
て
い
る
。
賀
詞
交
換
会

で
は
、
使
用
済
み
燃
料
の
処
理
ま

で
合
め
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確

立
を
熱
く
説
い
て
お
ら
れ
た
が
、

我
々
も
還
志
を
継
い
で
早
期
実
現

に
努
力
し
た
い
ｏ
最
近
は
ド
イ
ツ

・
ヮ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
研
究
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
、
毎
日
原
稿

用
紙

一
枚
は
書
い
て
い
た
と
間

く
。
二
週
間
ほ
ど
前
、
入
院
先
に

見
舞

っ
た
時
に
は
お
元
気
だ

っ
た

の
に
」

O・  /

′ム、' こ  /、 /

戦
前
は
労
農
派
の
マ
ル
ク
ス
経
済

学
者
と
し
て
弾
圧
を
受
け
、
戦
後
は

経
済
、
産
業
政
策
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
日
本
の
経
済
復
興
、
発
展
に

尽
く
し
た
有
沢
広
巳
氏
が
七
日
死
去

し
た
。
同
氏
の
足
跡
は
、
昭
和
経
済

史
の
歩
み
を
象
徴
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
生
涯
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

有
沢
氏
は
終
戦
直
後
の
経
済
混
乱

期
に
鉄
鋼
、
石
炭
へ
の
傾
斜
生
産
方

ｒ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

有
沢
氏
の
死
、各
界
悼
む

式
を
提
唱
し
た
の
を
は
じ
め
、
経
済

政
策
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を

し
て
き
た
。
通
産
省
関
係
で
は
、
三

十
七
年
か
ら
第

一
次
石
炭
調
査
団
長

に
就
任
し
、
続
い
て
第
ニ
ー
五
次
の

石
炭
鉱
業
審
議
会
総
合
部
会
長

（三

十
九
年
１
四
十
七
年
）
を
し
た
ほ

か
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
長

（四
十
年
に
六
十
一
年
）
、
産
業
構

造
審
議
会
総
合
部
会
長

（四
十

一
年

―
五
十
八
年
）
も
歴
任
し
た
。

通
産
省
は
、
有
沢
氏
が
戦
後
の
経

済
政
策
の
立
案
に
参
画
し
た
こ
と
や

原
子
力
、
石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
全
般
に
わ
た
っ
て
指
導
し
た
こ
と

な
ど
で

「戦
後
の
日
本
経
済
の
復
興

と
発
展
は
、
先
生
の
識
見
と
指
導
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
だ
っ
た
」

（福

川
事
務
次
官
）
と
功
績
を
た
た
え

る
。
ま
た
、
平
岩
外
四
。
東
京
電
力 綱

会
長

（経
済
審
議
会
会
長
）
は

「日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
詳
し
く
、

自
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
と
い
う
信

念
か
ら
、
原
子
力
発
電
の
推
進
を
ｉ

導
さ
れ
て
き
た
。
私
が
最
後
に
お
会

い
し
た
今
年
正
月
の
原
子
力
産
業
会

議
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も

『原
子
力
は

安
全
に
安
全
を
重
ね
、
日
本
に
根
づ

か
せ
な
け
れ
ば
』
と
、
あ
い
さ
つ
さ

れ
て
い
た
。
原
子
力
に
対
す
る
国
民

の
理
解
が
最
も
大
切
な
時
に
、
か
け

が
え
の
な
い
第

一
人
者
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
悼
む
。

有
沢
氏
は
財
界
と
の
結
び
付
き
も

深
か

っ
た
。
日
本
生
産
性
本
部
で

は
、
雇
用
問
題
香
輿
〈本の
蒼
興
長
を

務
め
、
社
会
経
済
国
民
会
議
で
は
四

魏
邸
融ば

い
あ
り
、
地
震
で
も
来
た
ら
ど
う

な
る
の
か
と
心
配
し
た
こ
と
も
あ
つ

た
」
と
懐
か
し
む
。

有
沢
氏
は
戦
後
は
社
会
党
の
理
論

構
築
に
も
貢
献
し
た
。
そ
の

一
方

で
、
政
府
の
審
議
会
の
要
職
を
務
め

て
き
た
。
旧
制
三
高
の
三
年
後
輩

で
、
労
農
派
と
し
て
弾
圧
を
受
け
た

高
橋
正
雄

・
東
北
学
院
大
学
教
授

（九
大
名
誉
教
授
）
は

「後
輩
、
友

人
と
し
て
付
き
合

っ
て
き
た
が
、
自

分
の
提
言
は
社
会
党
が
政
権
を
取
っ

た
場
合
の
足
か
せ
に
な
る
と
は
思
わ

な
い
と
い
う
確
信
を
常
に
持
っ
て
い

た
。
若
い
時
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義

の
立
場
を
失

っ
て
い
な
か
っ
た
と
信

・

じ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。　
　
　
一

て
い
る
。
深
沢
敏
郎

。
同
会
議
専
務

理
事

（
日
本
生
産
性
本
部
常
務
理

事
）
は

「日
本
の
原
子
力
発
電
が
現

在
ま
で
成
長
し
た
の
は
、
有
沢
さ
ん

の
お
か
げ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
国
民

会
議
で
原
子
力
発
電
に
前
向
き
の
提

言
を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
都
留
重
人

さ
ん

（元

一
橋
大
学
長
）
が
反
対
、

永
野
重
雄

・
目
商
会
頭

（故
人
）
が

賛
成
し
、
有
沢
さ
ん
が
都
留
さ
ん
を

な
だ
め
て
前
向
き
な
提
言
に
な

っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
生
涯
、
人
を
だ

ま
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
あ
っ
た
。

家
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
本
だ
け
が
い
っ


